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久
留
米
市
に
は
、
筑
後
川
に
育
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
を
は
じ
め
、
歴

史
や
文
化
、
食
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
魅

力
を
活
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
も
他
の
地
域
と
の
連
携
や
情
報
発
信

な
ど
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
観
光
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
外
国
人
旅
行
者
の
増
加

な
ど
、観
光
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
と
し
て
観
光
が
大
き
く
注
目
さ
れ
て
き
て
お

り
、
観
光
客
の
取
り
込
み
を
め
ぐ
る
競
争
は
一
層
激
し
く
な
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
久
留
米
市
が
観
光
・
M
I
C
E
の
振
興
を
図
る
た
め
に
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
久
留
米
を
訪
れ
た
人
を
お
客
様
本
位
の
目
線

で
迎
え
入
れ
、「
ま
た
来
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
満
足
感
を

提
供
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
外
か
ら
来
た
人
に
、「
ほ
と
め
き
」
の
心
と
、
豊
富

な
情
報
と
知
識
で
質
の
高
い
も
て
な
し
を
提
供
す
る
「
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
」
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、「
久
留
米
ら
し
さ
が
あ
ふ
れ
る
魅
力
」
を

提
供
し
、
大
き
な
感
動
を
得
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
み
ん
な
が
よ
り
深
く
久
留
米
の
魅
力
を
感
じ
、
来
訪

者
に
伝
え
る
「
ほ
と
め
き
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
と
し
て
活
躍
す
る
ま
ち

を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
久
留
米
ら
し
い
観
光
･

M
I
C
E
の
振
興
を
図
り
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
賑
わ
い
の
創
出
に
よ

る
、
地
域
と
地
域
経
済
の
活
力
向
上
に
努
め
ま
す
。

ほ
と
め
き
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

基
本
理
念

　

基
本
理
念
に
掲
げ
る
、
ほ
と
め
き
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
提
供
す
る
「
久
留
米
ら
し
さ
が

あ
ふ
れ
る
魅
力
」
と
は
、
先
人
か
ら
引
き
継
い
だ
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
さ
ら
に
味
わ
い
深

く
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
久
留
米
の
代
表
的
な
食
「
と
ん
こ
つ
ラ
ー
メ
ン
」
の
魅
力
と
共

通
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
戦
略
的
に
観
光
･
M
I
C
E
を
推
進
す
る
た
め
の
本
プ
ラ
ン

の
愛
称
を
「
久
留
米
と
ん
こ
つ
戦
略
プ
ラ
ン
」
と
し
ま
す
。

プ
ラ
ン
の
愛
称

「
久
留
米
ら
し
さ
が
あ
ふ
れ
る
魅
力
＝
と
ん
こ
つ
」
と
は…

自
然
や
風
土
、食
、農･･･

さ
ま
ざ
ま
な
素
材
が
絡
み
合
い
引
き
立
て
あ
う
魅
力

歴
史
や
文
化
、芸
術
、産
業
な
ど
を
先
人
か
ら
受
け
継
ぎ
、さ
ら
に
深
ま
る
魅
力

「
ほ
と
め
き
」の
心
あ
ふ
れ
る
市
民
が
温
か
く
も
て
な
す
魅
力

と
ん
こ
つ
ラ
ー
メ
ン
を
は
じ
め
、㈱
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
や
箏
曲
、巨
峰
、あ
ま
お
う
、

正
義（
ツ
バ
キ
）な
ど
、新
し
く
優
れ
た
も
の
を
生
み
だ
す
魅
力

中
核
都
市
と
し
て
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
に
よ
り
存
在
感
を
増
す
魅
力

久
留
米
と
ん
こ
つ
戦
略
プ
ラ
ン

　久留米市は、九州一の大河筑後川や耳納連山に抱
かれ脈々と受け継がれてきた人々の営みと、新しい
ものを創り出す情熱、それを受け入れる大らかさか
ら生み出された、さまざまな魅力があふれるまちで
す。また、古くから、外からのお客様をあたたかくも
てなす気風が培われてきた｢ほとめきのまち｣でもあ
ります。

　これらの特色は、人口減少による地域経済の縮小
が懸念され、観光やMICE の振興による地域活性化
が非常に重要な課題となっている中で、交流人口の
拡大を図る上での大きな強みになるものと言えま
す。さらに、平成 28 年には久留米シティプラザが開
館、平成 31 年には久留米総合スポーツセンターの改
築が完了し、国内外からより多くの方に来ていただ
くための環境が一層充実します。

　このたび、久留米市が持つさまざまな魅力を久留
米の代表的な食である｢とんこつラーメン｣の魅力と
結び付け、｢久留米とんこつ戦略プラン｣を愛称とす
る｢久留米市観光･MICE 戦略プラン｣を策定いたし
ました。
　持てる強みを最大限に活かし、より多くの方に久
留米市を訪れていただくことで、｢活力あふれる中核
都市久留米｣が実現できるよう、市民の皆様とともに
取り組んでまいりたいと考えておりますので、一層
のお力添えをお願いいたします。

平成 27 年 3 月

市長あいさつ

久留米とんこつ戦略プラン

久留米市長

１.地域資源を活かした観光の推進

２.戦略的な広域観光の推進

３.ほとめきあふれるインバウンド観光の推進

４.戦略的なＭＩＣＥの誘致

５.ほとめき人材の育成と組織づくり

６.ほとめき観光の基盤づくり

７.観光客のニーズをふまえた情報戦略

基本理念

基本方針

リーディングプロジェクト ↓
濃
厚
・
白
濁

↓
呼
び
戻
し

↓
あ
つ
あ
つ

↓
発
祥
の
地

↓
焼
き
め
し
セ
ッ
ト

Ⅰ.久留米を楽しむ！
 －くるくるチケットプロジェクトー

Ⅱ.久留米を周遊る！
 －ぶらぶら耳納北麓プロジェクトー

Ⅲ.久留米を輪る！ 
 －すいすい自転車プロジェクト－

Ⅳ.久留米に集まる！
 －くるくるMICE プロジェクトー
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さ
ら
な
る
”交
流
“を
創
出
し
、
拡
大
す
る

基
本
方
針

日
ま
で
磨
き
上
げ
て
き
た
地

域
資
源
の
魅
力
を
さ
ら
に
高

め
て
い
く
と
と
も
に
、
新
た

な
資
源
の
発
掘
と
相
互
連
携
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。
特
に
、
す
で
に
人
気
事

業
化
し
て
い
る
久
留
米
ま
ち
旅
博
覧
会

や
、
地
域
住
民
と
連
携
し
て
取
り
組
む

地
域
密
着
観
光
の
充
実
を
図
り
、
高
い

満
足
度
を
得
ら
れ
る
観
光
商
品
づ
く
り

に
結
び
付
け
て
い
き
ま
す
。

　

久
留
米
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
筑
後
川
や

そ
の
恵
み
を
活
か
す
取
り
組
み
の
ほ
か
、
高
良
山

や
四
季
の
花
々
（
つ
つ
じ
、
つ
ば
き
、
コ
ス
モ
ス
、

紅
葉
、
ハ
ゼ
な
ど
）
な
ど
、
自
然
や
景
観
を
活
か

す
滞
在
交
流
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
イ
ベ
ン
ト
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
季
節
や
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
、
効
果
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
発
信
に
努

め
、
そ
の
集
客
効
果
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　

久
留
米
絣
、
籃
胎
漆
器
な
ど
の
伝
統
産
業
や
ゴ

ム
産
業
、
植
木
産
業
な
ど
を
中
心
に
、
体
験
型
、

滞
在
交
流
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
発

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
商
品
化
が
可
能
な
も

の
は
、
久
留
米
ま
ち
旅
博
覧
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

取
り
込
み
、
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、㈱
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
久
留
米
工
場
や
㈱
ム
ー

ン
ス
タ
ー
、
㈱
ア
サ
ヒ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ダ

イ
ハ
ツ
九
州
㈱
久
留
米
工
場
な
ど
と
連
携
し
、
新

た
な
産
業
観
光
の
商
品
づ
く
り
に
結
び
付
け
て
い

き
ま
す
。

地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
の
推
進

今
自
然
や
景
観
を
活
か
す

基本
施策

１

地
域
産
業
を
活
か
す

基本
施策

3

　

久
留
米
市
は
、
青
木
繁
や
坂
本
繁
二
郎
な
ど
の

偉
大
な
芸
術
家
や
、
藤
井
フ
ミ
ヤ
や
田
中
麗
奈
な

ど
の
芸
能
人
を
多
く
輩
出
し
た
文
化
芸
術
の
ま
ち

で
す
。
市
が
運
営
を
引
き
継
ぐ
石
橋
美
術
館
を
含

む
石
橋
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
活
用
し
、
久
留
米

市
の
文
化
的
な
土
壌
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

ま
た
、憩
い
と
賑
わ
い
が
調
和
す
る「
文
化
」「
活
力
」

「
創
造
空
間
」
を
基
本
理
念
と
す
る
久
留
米
シ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
で
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
事
業
を
行
い
、
久
留

米
市
の
認
知
度
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

文
化
芸
術
を
活
か
す

基本
施策

4

　

市
内
に
点
在
す
る
古
墳
や
史
跡
、
高
良
大
社
や

水
天
宮
、
梅
林
寺
な
ど
の
神
社
仏
閣
、
伝
統
行
事

や
祭
り
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
か
し
、
旅
行
事
業

者
な
ど
と
連
携
し
た
誘
客
の
取
り
組
み
や
観
光
商

品
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
交
流
人
口
の
拡

大
に
結
び
付
く
と
思
わ
れ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
積
極
的
に
連
携
し
、
地
域
で
の
滞
在
時
間
が

延
び
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

歴
史
や

伝
統
文
化
を
活
か
す

基本
施策

5

　

久
留
米
つ
つ
じ
マ
ー
チ
や
筑
後
川
マ
ラ
ソ
ン
、

筑
後
川
く
る
め
菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
、
健
康
や

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
全
国
か
ら

多
く
の
参
加
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、近
年
は
、

サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
が
全
国
的
に
広
が
り
を
見
せ

て
お
り
、「
自
転
車
の
ま
ち
」
と
も
呼
ば
れ
た
久
留

米
は
こ
の
分
野
で
も
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
各
校
区
で
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
サ
イ
ク
ル
フ
ァ
ミ

リ
ー
パ
ー
ク
や
百
年
公
園
サ
イ
ク
リ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
自
転
車
を
テ
ー
マ
と
す
る
施
設
も
あ

り
、
創
意
と
工
夫
に
よ
り
交
流
人
口
の
拡
大
に
結

び
付
く
可
能
性
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
う
し
た
健
康
や
ス
ポ
ー
ツ
を
テ
ー

マ
に
し
た
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
と
と

も
に
、
平
成
28
年
に
筑
後
市
へ
の
フ
ァ
ー
ム
本
拠

地
の
移
転
が
決
ま
っ
て
い
る
「
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
ホ
ー
ク
ス
」
や
、
筑
後
川
流
域
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド

協
議
会
（
久
留
米
市
・
小
郡
市
・
鳥
栖
市
・
基
山
町
）

で
応
援
宣
言
を
行
っ
て
い
る
「
サ
ガ
ン
鳥
栖
」
と

の
連
携
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
市
外
か
ら

の
来
訪
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
高
度
に
集
積
し
た
医
療
機
関
と
連
携

し
、Ｐ
Ｅ
Ｔ
/
Ｃ
Ｔ
検
診
な
ど
の
先
進
医
療
を
活
か

す
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
推
進
し
ま
す
。

健
康
や
ス
ポ
ー
ツ
を

テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
む

基本
施策

6

　

久
留
米
ラ
ー
メ
ン
や
久
留
米
焼
き
と
り
、
筑
後

う
ど
ん
の
「
3
大
Ｂ
級
グ
ル
メ
」
を
中
心
と
す
る
、

久
留
米
の
ご
当
地
グ
ル
メ
を
素
材
と
す
る
観
光
商

品
づ
く
り
や
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
し
、
交
流
人
口
の

拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ほ
ぼ
年
間
を
通
じ
て
実
施
で
き
る
、
ぶ

ど
う
や
柿
な
ど
の
フ
ル
ー
ツ
狩
り
は
、
年
々
外
国

か
ら
の
旅
行
客
が
増
え
て
い
ま
す
。
日
本
有
数
の

酒
蔵
数
を
誇
る
日
本
酒
や
、
エ
ツ
や
う
な
ぎ
な
ど

の
筑
後
川
の
恵
み
な
ど
と
合
わ
せ
、
観
光
客
を
リ

ピ
ー
タ
ー
化
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

食
や
グ
ル
メ
を
活
か
す

基本
施策

2
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基
本
理
念

”競
争
“と
”協
働
“の
視
点
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
活
か
す

基
本
方
針

戦
略
的
な
広
域
観
光
の
推
進

留
米
市
は
、
こ
れ
ま
で
筑
後

地
域
の
中
核
都
市
と
し
て
独

自
の
経
済
圏
を
形
成
し
、
地

域
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
中
枢
を
担

う
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
近

隣
の
自
治
体
と
連
携
し
て
き
ま
し
た
。

観
光
に
お
い
て
は
、
久
留
米
広
域
定
住

自
立
圏
に
お
け
る
連
携
や
、
県
南
市
町

村
で
構
成
す
る
筑
後
地
区
観
光
協
議
会

で
共
同
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
日
田
市
や

鳥
栖
市
、
佐
賀
県
な
ど
と
の
新
た
な
連

携
に
よ
る
魅
力
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
人
材
の
育
成
や
基
盤
づ
く

り
、
観
光
商
品
づ
く
り
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
、
連
携
の
効
果
が
高
い
も
の
に

つ
い
て
、
他
自
治
体
と
の
連
携
を
強
化

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
す
で
に
国
内
外
か

ら
多
く
の
観
光
客
や
ビ
ジ
ネ
ス
客
が
訪

問
し
て
い
る
福
岡
市
と
の
連
携
を
強
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
久
留
米

市
を
訪
問
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
観
光

客
な
ど
の
取
り
込
み
を
推
進
し
ま
す
。

久

　
耳
納
北
麓
エ
リ
ア
（
久
留
米
市
東
部
〜
う
き
は
市
）
に
は
、
日
本
風
景

街
道
に
登
録
さ
れ
て
い
る
「
み
ど
り
の
里
・
耳
納
風
景
街
道
」
が
あ
り
、

そ
の
豊
か
な
自
然
と
み
ど
り
の
魅
力
を
表
す
証
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

G
A
P
調
査
で
多
く
の
人
が
魅
力
を
感
じ
て
い
る
と
さ
れ
た
筑
後
川
や
、

筑
後
地
域
を
東
西
に
横
断
す
る
耳
納
連
山
な
ど
、
広
域
に
わ
た
る
地
域
資

源
を
活
か
し
て
、
遠
く
か
ら
で
も
訪
れ
た
い
と
感
じ
る
よ
う
な
モ
デ
ル
コ
ー

ス
の
造
成
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ
せ
た
新

し
い
発
想
に
よ
る
広
域
連
携
を
模
索
し
、
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

広
域
連
携
を
強
化
し

魅
力
あ
ふ
れ
る
観
光
商
品
を
つ
く
る

基本
施策

１
　
久
留
米
市
は
、
九
州
新
幹
線
や
J
R
鹿
児
島
本
線
、
J
R
久
大
本
線
、

西
鉄
天
神
大
牟
田
線
、
九
州
自
動
車
道
な
ど
が
走
る
、
九
州
の
ク
ロ
ス
ポ

イ
ン
ト
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
九
州
の
玄
関
口
と
も
い
え
る
福
岡

空
港
や
、
羽
田
便
･
成
田
便
に
加
え
国
際
便
も
就
航
し
て
い
る
有
明
佐
賀

空
港
と
車
で
1
時
間
圏
内
に
あ
り
、
1
5
0
万
都
市
の
福
岡
市
と
も
電
車

で
30
分
圏
内
と
い
う
交
通
利
便
性
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
地
の
利
を
活
か
し
た
誘
客
の
た
め
に
は
、
交
通
事
業
者
と
の

連
携
は
重
要
な
視
点
と
言
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
、「
田
主
丸
フ
ル
ー
ツ
狩

り
き
っ
ぷ
」
や
「
く
ら
の
細
道
き
っ
ぷ
」
な
ど
の
連
携
事
業
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
今
後
も
さ
ら
に
交
通
事
業
者
と
の
連
携
を
強
化
し
、
交
流
人

口
の
拡
大
に
結
び
付
け
て
い
き
ま
す
。

交
通
事
業
者
と
さ
ら
に
繋
が
る

基本
施策

2
　
国
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
M
I
C
E
戦
略
都
市
」
に
も
選
ば
れ
、
高
い
集
客
力

を
持
つ
福
岡
市
と
の
連
携
を
深
め
、
相
互
に
補
完
し
合
い
な
が
ら
も
、
本
市

な
ら
で
は
の
素
材
を
活
か
す
差
異
化
を
図
り
、
相
乗
効
果
を
生
み
出
せ
る
取

り
組
み
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
特
に
、（
公
財
）福
岡
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
は
情
報
の
共
有
や
連
携
強
化
に
よ
り
、
福
岡
市
に
お
け
る

大
規
模
な
M
I
C
E
開
催
や
ア
フ
タ
ー
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
協
力
し
て

取
り
組
み
、
福
岡
市
や
久
留
米
市
を
訪
れ
た
人
が
満
足
し
て
帰
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

福
岡
市
と
さ
ら
に
繋
が
る

基本
施策

3

基
本
理
念

国
・
九
州
各
県
・
各
都
市
の
動
向
把
握
と
連
携
で
促
進
す
る

基
本
方
針

ほ
と
め
き
あ
ふ
れ
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
推
進

に
よ
る
「
ビ
ジ
ッ
ト･

ジ
ャ
パ
ン･

キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
推
進
な
ど
の
背
景
を
ふ
ま
え
、
久
留
米

市
に
お
い
て
は
（
一
社
）
九
州
観
光
推
進
機

構
や
県
な
ど
と
連
携
し
、
韓
国
や
タ
イ
な
ど
の
旅
行
事

業
者
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

久
留
米
市
及
び
筑
後
地
域
へ
の
外
国
人
観
光
客
の
呼
び

込
み
を
図
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
久
留
米
市
の
魅

力
や
個
性
、
持
ち
味
な
ど
の
情
報
を
伝
え
、
効
果
的
な

観
光
誘
客
を
図
り
ま
す
。

国　
J
R
久
留
米
駅
と
西
鉄
久
留
米
駅
の
観
光
案
内
所
に
は
、
外
国
人
旅

行
者
の
周
遊
を
支
援
す
る
広
域
情
報
拠
点
（
日
本
政
府
観
光
局
が
認
定

す
る
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
2
」
の
観
光
案
内
所
）
と
し
て
、
英
語
で
対
応
で

き
る
ス
タ
ッ
フ
が
常
在
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
多
言
語
に
よ
る
道
路

サ
イ
ン
や
W
i

-

F
i
環
境
、
消
費
税
免
税
制
度
や
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド

が
利
用
で
き
る
環
境
整
備
を
一
層
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
各
国
の
言
語
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
や
確
保
、
観
光
施

設
や
宿
泊
施
設
に
お
け
る
外
国
人
観
光
客
に
対
す
る
接
遇
技
術
の
提
供

と
学
び
の
場
づ
く
り
、
地
域
経
済
に
対
す
る
波
及
の
た
め
の
意
識
づ
く

り
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
25
年
度
に
開
始

し
た
留
学
生
に
よ
る
観
光
サ
ポ
ー
ト
制
度
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

在
住
外
国
人
の
活
用
の
仕
組
み
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

受
け
入
れ
体
制
を
充
実
す
る

基本
施策

1

　
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
多
言
語
化
、
誘
客
タ
ー

ゲ
ッ
ト
国
で
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
開
設
な
ど
、
発
地
及
び
着
地
で
の
情

報
発
信
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
特
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
多
機
能

携
帯
電
話
向
け
の
情
報
発
信
を
強
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
や
福
岡
市
な
ど
周
辺
都
市
圏
在
住
の
留
学
生
な
ど
に
対

し
て
、
ア
ク
セ
ス
し
た
く
な
る
魅
力
が
詰
ま
っ
た
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
で
、
外
国
人
の
S
N
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
海
外
へ
の
情
報

の
拡
散
を
図
り
ま
す
。

多
言
語
に
よ
る
情
報
発
信
を
強
化
す
る

基本
施策

2
　
日
本
全
体
で
見
る
と
、
タ
イ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
入
国
は
ビ
ザ

が
緩
和
さ
れ
る
な
ど
、
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客
の
増
加
が
著
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
久
留
米
市
は
こ
れ
ま
で
、（
一
社
）
九
州
観
光
推
進
機
構
や
県
、（
公
財
）

福
岡
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
な
ど
と
連
携
し
、
韓
国
や
タ

イ
な
ど
へ
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
情
勢
の
変
化
に
素
早
く
対
応
し
、
連
携
先
と
の
情
報
共
有
を

緊
密
に
し
な
が
ら
、
的
確
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
設
定
や
相
手
国
に
合
わ
せ

た
観
光
素
材
の
提
案
に
努
め
ま
す
。

連
携
し
た
プ
ロ
モ
ー
ション
を
強
化
す
る

基本
施策

3

　
海
外
か
ら
の
誘
客
の
た
め
に
は
「
そ
こ
へ
行
き
た
く
な
る
」
魅
力
が

不
可
欠
で
す
。
広
域
連
携
や
地
域
資
源
の
磨
き
上
げ
に
よ
る
地
域
の
魅

力
向
上
と
あ
わ
せ
、
外
国
人
観
光
客
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
を
可
能
な

限
り
把
握
し
、
観
光
振
興
に
携
わ
る
組
織
や
人
材
に
情
報
提
供
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
観
光
商
品
の
提
供
に
努
め
、

生
活
習
慣
や
文
化
の
違
い
な
ど
も
ふ
ま
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
概
念
に
と

ら
わ
れ
な
い
新
し
い
観
光
商
品
の
開
発
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
観
光
商
品
を
つ
く
る

基本
施策

4
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大
型
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
の
誕
生
と
久
留
米
の
魅
力
を
活
か
す

基
本
方
針

ま
れ
た
交
通
ア
ク
セ
ス
と
、
新
た
に
整
備
・

充
実
さ
れ
る
M
I
C
E
関
連
施
設
を
活
用

し
、
久
留
米
市
の
特
徴
を
活
か
す
医
療
系
や

工
学
系
の
学
会
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘

致
に
取
り
組
み
、
久
留
米
市
で
の
開
催
を
積
極
的
に

働
き
か
け
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
久
留
米
市
へ
の
新

た
な
来
訪
を
促
す
と
と
も
に
、
次
の
観
光
誘
客
へ
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
久
留
米
市
の
魅
力
を
活
か
し
た
ア
フ
タ
ー
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
や
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
を
提
案
し
、
久

留
米
市
へ
の
滞
在
時
間
の
長
期
化
を
図
り
、
地
域
経

済
へ
の
波
及
拡
大
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
た

め
の
人
材
育
成
と
組
織
を
構
築
し
、
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

久
留
米
市
は
、
従
来
か
ら
㈱
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
や
㈱
ム
ー
ン
ス

タ
ー
、
㈱
ア
サ
ヒ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
ゴ
ム
産
業
が
集
積

す
る
都
市
と
し
て
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
が
ん
の
第

4
の
治
療
法
と
い
わ
れ
る
が
ん
ペ
プ
チ
ド
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
に
取

り
組
む
久
留
米
大
学
医
学
部
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
、
先
端
医
療
の

集
積
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
近
年
で
は
、
県

と
連
携
し
て
福
岡
バ
イ
オ
バ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み
、

バ
イ
オ
産
業
の
集
積
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
強
み
を
活
か
し
た
M
I
C
E
の
誘
致
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
産
業
へ
の
影
響
が
期
待
で
き
る
M
I
C
E
の
誘
致
を
推

進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
活
用
し
、
体
育
協
会
や
競
技
団
体
と

連
携
し
た
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
、
開
催
を
推
進
し

ま
す
。

　

平
成
30
年
度
に
改
築
が
完
了
す
る
予
定
の
久
留
米
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
新
規
の
国
際
大
会
や
全
国
大
会
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

特
に
、
平
成
32
年
に
開
催
が
決
定
し
た
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

･
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
キ
ャ
ン
プ
地
に
つ
い
て
、
誘
致
を
働
き

か
け
ま
す
。

戦
略
的
な
M
I
C
E
の
誘
致

恵

久
留
米
の
強
み
を
活
か
し

M
I
C
E
を
誘
致
す
る

基本
施策

１

久
留
米
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に

ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
呼
ぶ

基本
施策

3

　

こ
れ
ま
で
も
中
心
商
店
街
を
活
用
し
た
ユ
ニ
ー
ク
べ
ニ
ュ
ー
な

ど
が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、こ
う
し
た
取
り
組
み
や
ア
フ
タ
ー

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
提
案
は
、
M
I
C
E
の
誘
致
・
開
催
に
は
非

常
に
重
要
な
要
素
で
す
。
今
後
は
、
久
留
米
の
強
み
を
最
大
限
に

活
か
し
、
久
留
米
を
満
喫
で
き
る
よ
う
な
提
案
を
行
い
、
参
加
者

の
市
内
宿
泊
・
連
泊
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

久
留
米
な
ら
で
は
の

ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
を
提
案
す
る

基本
施策

4

　

M
I
C
E
の
企
画
、
運
営
、
誘
致
な
ど
に
お
け
る
専
門
性
の
高

い
人
材
や
、
M
I
C
E
を
総
合
的
に
支
援
で
き
る
「
M
I
C
E
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
と
も
言
え
る
人
材
の
育
成
と
確
保
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
M
I
C
E
主
催
者
や
参
加
者
が
十
分
な
満
足
が
得

ら
れ
る
よ
う
に
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
や
推
進
体
制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

M
I
C
E
誘
致
・
開
催
支
援
に

お
け
る
人
材
を
育
成
す
る

基本
施策

5

　

平
成
28
年
に
開
館
が
予
定
さ
れ
て
い
る
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

に
は
、
大
規
模
ホ
ー
ル
「
ザ
･
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
（
1
5
1
4
人

収
容
）」、中
規
模
ホ
ー
ル「
久
留
米
座（
3
9
9
人
収
容
）」の
ほ
か
、

会
議
室
や
展
示
場
、
多
目
的
広
場
な
ど
が
整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。

M
I
C
E
と
し
て
は
、
1
5
0
0
人
規
模
を
中
心
に
、
医
療
系
や

工
学
系
の
学
会
を
誘
致
し
、
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
の
機
能
を
最
大
限
に

活
用
し
た
M
I
C
E
の
誘
致
を
推
進
し
ま
す
。

久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
に

M
I
C
E
を
呼
ぶ

基本
施策

2

久留米シティプラザ
（完成予想図）

ザ・グランドホール

久留米座

大会議室

展示室

Cボックス

六角堂広場

賑わい交流施設
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”ほ
と
め
き
の
ま
ち
“の
高
み
を
極
め
る
基
盤
づ
く
り

基
本
方
針

ほ
と
め
き
人
材
の
育
成
と

組
織
づ
く
り

留
米
市
は
、
平
成
17
年
に
「
ほ

と
め
き
宣
言
」
を
行
い
、
久
留

米
市
を
訪
れ
る
観
光
客
を
温
か

く
迎
え
る
意
気
込
み
を
示
し
ま
し
た
。
ま

た
、「
観
光
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
振
興
基

本
計
画
」
で
は
、
目
指
す
観
光
の
ま
ち
像

と
し
て
「
ほ
と
め
き
の
ま
ち 

久
留
米
」

を
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
平
成
25
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
招
致
で
も
、「
お
も
て
な
し
」
が

重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
た
よ
う
に
、

「
ほ
と
め
き
」
は
こ
れ
か
ら
の
観
光
振
興

に
お
い
て
も
重
要
な
視
点
と
言
え
ま
す
。

　
本
プ
ラ
ン
で
は
、
前
計
画
の
方
針
を
引

き
継
ぎ
、
よ
り
多
く
の
市
民
が
久
留
米
の

魅
力
に
気
付
き
、「
ほ
と
め
き
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
」
と
し
て
観
光
客
に
伝
え
、
温
か

く
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

い
き
ま
す
。
今
後
も
久
留
米
市
の
観
光
振

興
を
担
う
人
材
の
発
掘
や
育
成
、
さ
ら
に

組
織
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
着
実
に
「
ほ

と
め
き
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

久

　
積
極
的
に
観
光
商
品
や
土
産
品
を
開
発
し
、
ま
た
、
そ
れ
ら
を
効
果
的
に
活
用

で
き
る
組
織
、
体
制
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
加
え
て
、
観
光
振
興
に
関
わ
る
既
存

の
組
織
に
つ
い
て
も
、
課
題
解
決
や
改
善
に
努
め
、
各
組
織
が
観
光
振
興
を
通
し

て
経
済
活
性
化
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
市
民
や
関
係
団
体
、
市
が
協
働
し
て
、
全
市
的

な
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
機
運
醸
成
と
人
材
育
成
を
図
り
ま
す
。

オ
ー
ル
久
留
米
で
取
り
組
む

観
光
推
進
体
制
を
築
く

基本
施策

１
　
市
内
の
エ
リ
ア
ご
と
に
展
開
さ
れ
て
い
る
地
域
密
着
観
光
に
つ
い
て
、
地
域
の

特
性
や
個
性
が
活
か
さ
れ
、
よ
り
魅
力
的
な
観
光
商
品
な
ど
の
造
成
を
目
指
し
、

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
展
開
す
る
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。
そ
し
て
、
よ

り
多
く
の
市
民
が
「
ほ
と
め
き
」
の
心
で
参
画
す
る
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
の
機
運

を
高
め
ま
す
。

地
域
密
着
観
光
を
推
進
す
る

基本
施策

2

　
初
め
て
久
留
米
を
訪
れ
た
観
光
客
で
も
、
久
留
米
の

観
光
名
所
や
魅
力
が
分
か
り
、
ス
ト
レ
ス
な
く
移
動
が

で
き
る
よ
う
に
、
観
光
案
内
サ
イ
ン
や
道
路
系
サ
イ
ン

な
ど
観
光
基
盤
の
整
備
、
充
実
を
図
り
ま
す
。
そ
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
サ
イ
ン

表
示
の
多
言
語
化
や
観
光
施
設
な
ど
に
お
け
る

W
i

-

F
i
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
客
の
増
加
に
伴
い
、
新
た
に
必
要
に
な

る
設
備
の
整
備
を
進
め
、
来
訪
者
の
記
憶
に
残
る
景
観

や
町
並
み
の
整
備
に
も
努
め
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
高
齢
者
や
身
体
障
害
者
な
ど
も
快
適
に

観
光
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

観
光
基
盤
を
充
実
す
る

基本
施策

1

　
平
成
26
年
7
月
に
作
成
さ
れ
た
公
共
施
設
白
書
に
よ

れ
ば
、
市
内
に
は
約
6
0
0
の
公
共
施
設
が
あ
り
、
そ

の
う
ち
、
市
民
文
化
系
や
社
会
教
育
系
、
ス
ポ
ー
ツ
･

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
系
な
ど
の
集
客
に
結
び
付
く
と
思
わ

れ
る
も
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
利
用
を
含
め
全
体
の
23
　
　%

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
交
流
人
口
の
拡
大
の
視
点
か
ら
は
、
施
設
間
連
携
や

施
設
と
M
I
C
E
と
の
連
動
は
新
た
な
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
今
後
は
こ
う
し
た
活
用
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

集
客
交
流
施
設
を
活
か
す

基本
施策

2

　
ほ
と
め
き
の
観
光
振
興
の
た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
主
体
と
な
り
、
地

域
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
と
感
動
を
伝
え
る
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
存
在
が

非
常
に
重
要
で
す
。
今
後
も
ガ
イ
ド
の
発
掘
と
育
成
を
図
り
、
自
主
運
営
が
可
能

な
組
織
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
観
光
客
の
満
足
度
向
上
に
つ
な
が
る
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
確
立
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
充
実
す
る

基本
施策

4
　
す
で
に
高
い
人
気
を
誇
る
「
久
留
米
ま
ち
旅
博
覧
会
」
は
、
地
域
の
魅
力
の
再

発
見
と
感
動
体
験
に
結
び
付
き
、
参
加
者
の
高
い
満
足
度
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
外
国
人
に
対
し
て
も
魅
力
的
な
観
光
商
品

と
な
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え
ま
す
。
引
き
続
き
、
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

見
直
し
や
新
た
な
掘
り
起
こ
し
、
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
受
け
入
れ
体
制
の
充

実
、
強
化
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
提
供
す
る
こ
と
で
、
観

光
振
興
に
携
わ
る
市
民
の
裾
野
の
拡
大
に
結
び
付
け
て
い
き
ま
す
。

久
留
米
ま
ち
旅
博
覧
会
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
る

基本
施策

3

基
本
理
念

滞
在
環
境
の
バ
リ
ア
を
な
く
し
、

リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
を
ね
ら
う

基
本
方
針

ほ
と
め
き
観
光
の

基
盤
づ
く
り

留
米
市
を
訪
れ
た
観
光
客
に
「
も
う
一
度
来
て
み
た
い
」
と
思
わ
れ
る
た
め
に
は
、

久
留
米
市
で
の
滞
在
を
快
適
に
過
ご
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
観
光
案
内
サ
イ
ン
や
観
光
マ
ッ
プ
、
道
路
サ
イ
ン
な
ど
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

駐
車
場
な
ど
の
環
境
の
整
備
、
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
サ
イ
ン
表
示
の
多
言
語
化
を

図
り
、
外
国
人
観
光
客
に
も
対
応
で
き
る
基
盤
整
備
を
図
り
ま
す
。

久

.
8
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戦
略
プ
ラ
ン
の

数
値
目
標

観
光
情
報
を
効
果
的
に
届
け
る
仕
組
み
と
仕
掛
け
づ
く
り

基
本
方
針

観
光
客
の

ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
た
情
報
戦
略

久
留
米
市
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

い
、
来
訪
を
促
す
た
め
に
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ご

と
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
的
確
な
ア
ピ
ー
ル
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
す
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
み
、

そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
久
留
米
市
の
魅
力
や
個
性
を
活
か

せ
る
観
光
誘
客
の
絞
り
込
み
を
図
り
、
効
果
的
な
情
報
発

信
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
結
び
付
け
、
地
域
経
済
へ

の
波
及
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

久
　
ホ
テ
ル
な
ど
の
宿
泊
客
を
中
心
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を

実
施
し
、
観
光
客
の
属
性
や
来
訪
目
的
、
ニ
ー
ズ
な
ど
の
把
握

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
観
光
案
内
所
や
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ

内
容
に
つ
い
て
も
統
計
的
な
整
理
と
分
析
を
行
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
の
観
光
資
源
が
ど
の
よ
う
な
観
光
客
に
人
気
が
あ
る
の
か
を

分
析
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
や
観
光
客
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実

施
し
、
消
費
者
の
目
線
で
観
光
商
品
や
土
産
品
の
開
発
に
努
め

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
観
光
商
品
や
お
土
産
品
の
ト

レ
ン
ド
や
可
能
性
を
探
り
、
新
た
な
久
留
米
の
魅
力
づ
く
り
や

情
報
発
信
に
結
び
付
け
て
い
き
ま
す
。

観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
知
る

基本
施策

１

　
宿
泊
客
な
ど
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
分
析
を
ふ
ま
え
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
地
域
や
対
象
者
の
ニ
ー
ズ
な
ど
に

適
し
た
観
光
資
源
な
ど
を
前
面
に
押
し
出
し
、
見
た
人
の
印
象

に
残
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
福
岡
県
や
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
を
強
化
し
て
広
域

的
な
魅
力
づ
く
り
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
取
り
組
み
、
久

留
米
の
認
知
度
の
向
上
と
久
留
米
を
来
訪
す
る
き
っ
か
け
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。 久

留
米
の
強
み
を
活
か
し
た

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

基本
施策

2

　
テ
レ
ビ
や
映
画
な
ど
の
舞
台
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と

は
、
久
留
米
の
魅
力
を
よ
り
凝
縮
し
て
多
く
の
人
に
発
信
で
き

る
好
機
と
言
え
ま
す
。
こ
の
機
会
を
よ
り
多
く
得
ら
れ
る
よ
う

関
係
団
体
と
連
携
し
、
情
報
の
共
有
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
注
目
を
集
め
て
い
る
ア
ニ
メ
や
漫
画
な
ど
の
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
も
新
た
な
誘
客
の
素
材
と
し
て
積
極
的
に
受
け

入
れ
、「
聖
地
」
と
し
て
フ
ァ
ン
か
ら
認
知
さ
れ
る
こ
と
も
視
野

に
入
れ
つ
つ
、
情
報
発
信
な
ど
に
よ
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

新
た
な
視
点
で
魅
力
を
発
信
す
る

基本
施策

4

　
公
式
観
光
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ほ
と
め
き
の
街 

久
留
米
」
な
ど

へ
の
情
報
掲
載
を
確
実
に
行
い
ま
す
。
そ
し
て
幅
広
く
、
か
つ

情
報
を
必
要
と
す
る
人
に
対
し
て
直
接
的
に
情
報
が
届
く
よ
う

に
、
S
N
S
の
拡
散
性
を
活
用
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
従
来
の
文
字
や
写
真
に
加
え
、
よ
り
高
い
訴
求
力

や
効
率
性
が
期
待
で
き
る
動
画
で
の
情
報
発
信
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
ま
た
、
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
で
は
、
計
画
的
に

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
情
報
提
供
を
行
い
、
広
告
効
果
を
ね
ら
い

ま
す
。

　
一
方
、
情
報
端
末
の
視
点
か
ら
は
、
ア
プ
リ
の
開
発
な
ど
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
で
の
情
報
入
手
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。

戦
略
的
に
情
報
を
発
信
す
る

基本
施策

3

　

本
戦
略
プ
ラ
ン
を
計
画
的
・
効
果
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
戦
略
プ
ラ
ン
の
目

標
の
達
成
度
を
確
認
す
る
目
標
値
を
設
定
し
、
５
年
後
の
目
指
す
べ
き
姿
と
し
ま
す
。

　

こ
の
目
標
値
を
指
標
と
し
て
戦
略
プ
ラ
ン
推
進
の
進
捗
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、

久
留
米
市
の
観
光
・
M
I
C
E
振
興
の
政
策
全
般
で
の
計
画
推
進
の
成
果
を
評
価
し
、

次
期
計
画
策
定
の
際
に
見
直
し
な
ど
を
図
る
も
の
と
し
ま
す
。

700万人

515万人

観光入込客数

平成25年度

(市独自基準による推計値)

平成31年度
35.9％
増

(平成25年久留米市への観光客の
  1人あたり直接消費額)

見込まれる経済効果の増

185万人×2,467円

45億6,395万円
＝

22,000人

12,123人

MICE宿泊数

平成25年度

平成31年度

81.5％
増

63,000人

35,330人

 MICE参加者数

平成25年度

平成31年度

78.3％
増 100件

56件

MICE開催
支援件数

平成25年度

平成31年度
78.6％
増

見込まれる経済効果の増

11億5,368万円

×
78.6%

9億679万円
＝

10％増

来訪者満足度

「来訪者実態調査」の実施
により計測し、

「満足した」という
割合 を平成31年度に

平成27年度の

30％増

 外国人来訪者数

上記３項目により来訪者数
を把握し、平成31年度に
平成27年度の

久留米観光サイト
「ほとめきの街 久留米」
（http://www.kurume-ho
tomeki.jp/）のアクセス数

市内ホテルへの
外国人宿泊数

観光案内所に来所した
外国人の数

フルーツ狩りに訪れた
外国人の数

1

2

3

(平成25年実績からの試算額)

1

200万件

142万件

観光サイト
アクセス数

平成25年度

平成31年度

平成31年度までに

40.8％

増

8

56 4

3 2

100％

 Wi-Fi 環境整備

久留米市内のホテル･観光
施設などへの

Wi-Fi設置割合

9

20％

 久留米まち旅
博覧会

を 継続

7

◯新規プログラム数

90％以上
を 継続

◯満足度

2015

2019
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Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Leading project
　
久
留
米
を
訪
れ
た
国
内
外
の
観
光
客
や
M
I
C
E
参
加
者
が「
久

留
米
ら
し
さ
が
あ
ふ
れ
る
魅
力
」を
安
心
し
て
満
喫
で
き
る
よ
う
に
、

厳
選
さ
れ
た
観
光
資
源
や
食
、体
験
、お
土
産
な
ど
を
、あ
ら
か
じ
め
購

入
し
た
チ
ケ
ッ
ト
で
お
得
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
り

ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、観
光
･
M
I
C
E
の
振
興
を
久
留
米
地
域
で
の

消
費
行
動
に
結
び
付
け
、地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

久
留
米
を 

楽
し
む
！

「
く
る
く
る
チ
ケ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

リーディングプロジェクト

①久留米連携中枢都市圏（仮称）での連携事業と
して実施し、圏域の多彩な魅力を提供。
②MICEサポート窓口（久留米市MICE開催支援
協議会:KMS(仮称））による取扱いのほか、チ
ケット付宿泊プラン（ホテルなどとのタイアッ
プ）やパックツアー（旅行業者とのタイアップ）な
どによる商品展開。

③販売手数料収入による事務局の自主運営が可
能。
④商品を磨き上げ、提供し続けることによる提供
者のホスピタリティ向上。
⑤パンフレットなどのPRツールは多言語対応と
し、外国人旅行者にも紹介。

Point

　
豊
か
な
自
然
と
景
観
に
育
ま
れ
た
「
み
ど
り
の
里
･
耳
納
風
景
街

道
」
や
草
野
の
町
並
み
、
高
良
山
な
ど
の
魅
力
を
活
か
し
、
耳
納
北

麓
エ
リ
ア
に
観
光
客
を
誘
導
し
ま
す
。そ
し
て
、散
策
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
な
ど
で
周
遊
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
賑
わ
い
を
つ
く
り

だ
す
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
結
び
付
け
る
周
遊
型
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
推
進
し
ま
す
。

久
留
米
を 

周
遊
る
！

ま
わ

「
ぶ
ら
ぶ
ら
耳
納
北
麓
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

マップは多言語対応とし、外国人観光客などにも紹介。

平成31年
度の

耳納北麓エ
リア観光入

込客数

目標230万
人

活動指標

平成31年
度の

年間延べ
利用者数

目標

10,000
人

活動指標

Point

　「
み
ど
り
の
里
･
耳
納
風
景
街
道
」
や
「
耳
納
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
」、

「
筑
後
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
」
な
ど
を
活
か
す
サ
イ
ク
リ
ン
グ

コ
ー
ス
の
提
案
、
ホ
テ
ルへの
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
や
用
具
の
設
置
な
ど

に
よ
る
日
常
的
な
取
り
組
み
に
加
え
、
広
域
的
な
サ
イ
ク
ル
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
観
光
拠
点
に
設
置
す
る
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
、
中
心
市
街
地
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
、
さ
ら
に
は
競

輪
場
や
サ
イ
ク
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
を
活
用
し
、
久
留
米
を
満

喫
で
き
る
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
ま
す
。

久
留
米
を 

輪
る
！

「
す
い
す
い
自
転
車
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

①久留米連携中枢都市圏(仮称)での連携事業として実施し、うきは市との連携による「筑後
川･耳納北麓コース(仮称)」　など、スケールの大きなコース展開を可能にする。
②マップは多言語対応とし、外国人愛好家にも紹介。

事業イメージ 事業イメージ

サイクリング愛好家から初心者まで

Point

①新たな開催支援補助制度の構築
②関連事業者などと連携した、久留米市MICE開
催支援協議会(仮称)によるワンストップ支援
サービス

③リーディングプロジェクトⅠを活用したアフター
コンベンションの提案
④ユニークベニューの企画提案
⑤宿泊施設整備支援制度の構築

Point

　
平
成
28
年
に
開
館
予
定
の
「
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
」
や
平
成
30

年
に
改
築
が
完
了
す
る
予
定
の
「
久
留
米
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」

を
開
催
拠
点
と
し
、
久
留
米
の
強
み
を
ふ
ま
え
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る

こ
と
で
、
地
域
特
性
を
活
か
す
「
久
留
米
な
ら
で
は
」
の
M
I
C
E

誘
致
･
開
催
支
援
を
行
い
、
さ
ら
に
、
M
I
C
E
開
催
に
よ
る
経
済

効
果
を
確
実
に
地
域
に
波
及
さ
せ
ま
す
。

久
留
米
に 

集
ま
る
！

ま
わ

「
く
る
く
る
M
I
C
E
プ
ロ
ジェ
ク
ト
」

平成31年
度の

MICE開
催支援件

数目標

100件

活動指標

平成31年
度の

イベント
参加者・

サイクル

ファミリー
パーク入

園者・

レンタサ
イクル利

用者数の

合計数目
標 35,00

0人

活動指標

主な
ターゲット 初めて久留米を訪れたMICE参加者・ビジネス客など主な

ターゲット

観光客･MICE参加者

事業イメージ

主な
ターゲット

事業イメージ

ターゲットとする分野･強み

久留米・広域圏の

あふれる魅力を厳選

日常的な誘客の取り組み（例） イベントによる集客（例）

散策サインの整備

周遊エリア
マップの
活用

耳納北麓エリアの
周遊スタンプラリー

観光施設間の
回遊

地域資源（食）の
体験

「つつじマーチ」や「緑のハイキング」
などの実施、

耳納北麓を舞台としたツアー造成

高い満足感
リピーター化

◯散策などで
　日常的に活用
◯駅や飲食店など
　で配布、活用

ほとめきガイドサービスの実施

外国人観光客向けフルーツ狩り
ガイドブック・マップなどの作成

市民協働によるステーション
（休憩所）の設置

スマートフォン活用
（ナビ機能を利用した観光地案内）

来訪者の

リピーター化

地域経済の活性化

商品化・
メニュー化して常時販売

体 験

食

土 産 品

フルーツ狩り

酒

屋台

農産物

伝統工芸

「久留米ならでは」の
体感による満足感
→リピーター化・
　ファンの拡大

PR効果・販売増
による経済効果の
実感

事務局
（民間団体）

利用者

サービス
提供者

①提供者の選定
②サービスの設計
⑥換金・支払

③広報・宣伝
④チケット売買
（例：1000円×3枚組）

⑤チケット授受・
　商品+サービス
　を提供

ほとめき
歩き

久留米
ならではの食

3大B級
グルメ

久留米まち旅
博覧会

特別感

安心感
お得感

来客増

日常的な誘客の取り組み（例） イベントによる集客（例）

コース
マップの
制作

競技団体との連携による
サイクリングイベントの開催

快適な走行
地域資源（食）
の体験

競輪場･サイクルファミリーパーク
などでのイベントの開催

高い満足感
リピーター化

観光コンベンション
国際交流協会

コンベンション
関連事業者
との連携

福岡市や
近隣自治体
との連携

拠点として、
◯サイクル
　ファミリーパーク
◯百年公園
　サイクリングセンター
　を提案

観光施設・ホテルなどでの
自転車などの貸し出し

市民協働によるステーション
（休憩所）の設置

スマートフォン活用
（ナビ機能を利用した観光地案内）

医学系学会 工学系学会 産業関連MICE スポーツコンベンション
◯高度医療機関などの集積
◯キーパーソンとなる
　多くの研究者が活躍

◯学術研究機関の集積
◯キーパーソンとなる多くの
　研究者が活躍

◯ゴム産業やバイオ産業、
　緑花木資源の集積
◯シティプラザの多機能性

◯有力な競技団体の存在
◯充実したスポーツ関連施設

◯競技団体
　などとの連携

◯組織体制の強化
◯キーパーソン情報・
　開催情報のデータベース化

◯ゴム・バイオ・緑花木
　関連企業などへの働きかけ
◯福岡都市圏の大手企業など
　への働きかけ

◯定期的な訪問活動
◯有力研究者との人脈づくり
◯教授会･学会役員会への働きかけ
◯キーパーソンの
　人脈を活かす働きかけ
◯学会開催会場での誘致活動

開催
情報の
収集

共同
誘致

本プランを推進し、成果目標を達成するために必要な事業を「リーディングプロジェクト」として設定し、特に優先的に実施します。

15 14Toncotsu Strategic plan of KURUMEToncotsu Strategic plan of KURUME


	01-16_久留米プラン_表1-表4 2
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